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国内プロ野球は根強い人気も
ファン離れの萌芽

いよいよ2005年のプロ野球が開

幕する。新球団の誕生やオーナー企

業の交代など、近年では例のない大

きな変動を経て迎える最初のシーズ

ンであり、プロ野球の将来を占う意

味で大いに注目を集めている。

NRIが行ったアンケート調査の結

果を総括すると、プロ野球への関心

は他のプロスポーツに比べて高く

（図１）、特定球団を応援している人

はＪリーグの２倍近い全体の５割に

もなる（図２）。

しかし、2004年１年間で「関心

が低下した」と回答した人はプロス

ポーツのなかで最も多い27.8％に上

り（図３）、また若年層になるほど

関心の度合いが下がって、20代では

格闘技に興味を持つ人の方が多くな

るなど（表１）、“特定球団を熱烈に

野村総合研究所（NRI）は、2004年11月にインターネット調

査の「infoQ」を利用して、日本のプロ野球に関する生活者の

意識についてアンケートを行った（回答者数1180人、属性や詳

細データについてはhttp://www.nri.co.jp/news/2004/041222.

htmlを参照）。その結果によると、根強い人気に支えられてい

るとはいえ、ファン離れの萌芽が見られ、改革への早急な取り

組みが必要不可欠であることがわかった。
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応援するコアなファンがプロ野球人

気を支える”という構造が、嗜好の

多様化やコアファンの高齢化に伴っ

て崩れていくという危険性もあり、

プロ野球の将来に対しては容易なら

ない兆候が表れている。

世界に目を向けるファン

一方でメジャーリーグへの関心は

急速に高まっており（図３）、衛星

放送などによる試合中継の浸透と、

毎年のように有力選手が移籍してい

る状況に鑑みると、一般の人が見る

スポーツとしての位置づけは、今後

も大きくなっていくだろう。

また、テレビなどで「積極的に見

る」スポーツとして、サッカー日本

代表の試合は突出して高い支持を得

ている（図１）。今年から来年にか

けて、ワールドカップ・ドイツ大会

のアジア最終予選と本戦が続くこと

を考えると、より一層関心が高まっ

ていくことが予想される。

メジャーリーグやサッカー日本代
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図1 テレビやラジオ、インターネットなどで
観戦する「プロスポーツ」の視聴状況

図3 ｢プロスポーツ」に対する
過去１年間での関心度合いの変化

図2 ｢国内プロ野球」と
「サッカーＪリーグ」の
特定の応援チーム の有無
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表への関心の高さは、アテネ五輪の

盛り上がりにも共通することだが、

｢世界で活躍し健闘する日本人選手

を応援したい」という心理を反映し

ている。つまり、特にその競技に詳

しいファン以外の一般の人も、大き

な関心を寄せるという構造になって

いる。これはメジャーリーグに関心

がある人の約88％（全体の60.9％）

が、｢日本人選手が関係する試合・

チームに興味がある」と答えている

ことからも類推される。

改革のスタートラインに立った
プロ野球界

このような状況に対し、プロ野球

界の取り組みはどうなっているだろ

うか。Ｊリーグの発足、サッカーワ

ールドカップの開催と国を挙げての

盛り上がり、メジャーリーグへの選

手の流出など、幾度もプロ野球界の

意識改革を迫る出来事が生じたが、

これまでは国内での人気を背景に

“本気になって”改革に動き出すま

でには至っていなかった。

しかし、史上初のストライキの実

施など、痛みを伴った話し合いを糧

に、球団と選手双方にようやく意識

の変化が見られるようになった。フ

ァンの関心の低下や信頼の喪失など

失ったものも大きかったが、こうし

た意識の変化はプロ野球界にとって

大きな財産といえるのではないか。

その結果は、すでに直接的な動き

に表れている。昨年末からキャン

プ、オープン戦の期間を通じて、フ

ァンサービスイベントの実施や観戦

チケット料金体系の見直しなど、全

球団とも明らかにファン志向が高ま

っている。また、ドラフト制度や選

手の年俸、契約に対する改革や透明

性の確保などに取り組む機運も、労

使双方に高まっている。

しかし、課題は多い。リーグ運営

などに関する取り組みについてＪリ

ーグとの違いを聞いたところ、｢ビ

ジネスの優位性」以外のすべてでＪ

リーグの方が優れているとの回答結

果が得られた（図４）。しかも、国

際性や地域密着性など大部分の項目

で大差がついており、プロ野球関係

者は改革の必要性と緊急性を真剣に

考える必要があるといえる。

また、５年先、10年先にどのよう

なプロ野球界（または野球界全体）

となるのかのビジョンは、残念なが

ら全く示されていない。球界全体の

明確なビジョンや目標を示さずに改

革が成功することはあり得ないこと

を再認識する必要があろう。

取り組まねばならない課題に対し

て、個々の球団で対処できることは

限られているため、プロ野球界、野

球界全体を見据えた取り組みが必須

である。そのためには、プロとアマ

に分断された組織では限界があるの

ではないか。プロとアマを包含し、

野球界全体に対してリーダシップを

発揮できるような組織・体制を再構

築すべきだろう。

2005年は日本のプロ野球界ひいて

はアマチュアも含めた野球界全体の

将来を決める１年になる。シーズン

オフには何としても改革の道筋をつ

け、日本の野球全体が発展するため

の展望を明確にしてほしい。多くの

ファンにとって、野球が盛り上がら

ない日本の夏はあまりにも寂しい。

…………………………………………

野村武司（のむらたけし）

広報部広報課長

瀬戸優花子（せとゆかこ）

広報部専門スタッフ
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